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   A 55-year-old man was admitted because of difficult urination. Biopsy of the prostate 

revealed undifferentiated carcinoma, therefore antiandrogenic therapy was instituted. Mean-

while the tumor grew rapidly and caused massive bleeding intravesically. Emergency cysto-

tomy revealed the tumor protruding into the bladder which was subcapsularly removed. 

Histological study showed leiomyosarcoma.

は じ め に

前 立 腺 腫 瘍 の患 者 で 生検 所 見 が未 分 化 癌 で抗

男 性 ホル モ ン療 法 施行 中 急 速 に 腫 大 し高 度血 尿

を き た し手 術 に よ り平 滑筋 肉腫 で あ っ た1例 を

報 告 す る.

症 例

患者=55才 の男子.韓 国生れ広島市在住.

初診:1958年1月10日.

主訴:排 尿困難.

個人歴:特 記する ことはない

現症:1957年7月 ごろよ りとき どき排尿障害があっ

たが12月 ごろ より急に高度にな り,遷 延再延を招 き尿

線 も狭小 とな るのに気づいたが排尿痛はない.た だし

終末血尿を ときどききたす とい う.全 身 るいそ うや発

熱は訴えない 食欲佳良,便 通も良好であ る.

所見,体 格は中等度,栄 養良好,貧 血な く,胸 部 に

著変な く腹部 では両腎をふれず,膀 胱部に異常な く,

外陰部では陰茎,聖 丸,副 聖丸は特記する ことな く,

触診では前立腺は両葉全体 として膨隆し表面 平滑 であ

るがはなはだ硬 く圧痛はない 膀胱鏡所見では粘膜は

正常,青 排 出も良好,左 右前立腺は腫大す るも表面 の

凹凸はない.腎 孟撮影で両 腎の排泄は良好,尿 道撮影

で前立腺両側葉は著 明に膀胱内に突 出している.尿 は

大略正 常で検鏡上蛋 白(一),白 血球約10個,赤 血球

(一),上 皮(+).以 上に よ り前立腺癌を疑い会陰式

生検をお こない病理検査の結果,炎 症所見は全 くな く

通常の前立腺癌 と異な り未 分化癌 であ るが一部に 肉腫

状変化を認めたとい う病理所見 であ った,酸 フォスフ

7タ ーゼは検索 していない,よ つて治療 に よって経過

を観察する こととしてまず 合成女性ホルモン(ヘ キス

ロン)5mgを 連 日投与,中 途 で両側除豊 術をお こな

った.し かる ところ約1カ 月半 で急速に腫大 して連 日

しだいに高度 の血尿をみる よ うに な り,い わ ゆ る

Bluttamponadeの 状態 にな ったので 急 きょ膀胱高位

切開で観察す るに膀胱 内には多色の血塊 を混 じた陳旧

血液 を多量に蔵 し,前 立腺部腫瘍は経直腸診 とあわせ

て観察す るに小手拳大 に腫大 してお り,腫 瘍表面の一

部よ り搏動性出血が認 められたのでおよぶか ぎ り腫瘤

を被膜 内で摘出,止 血 して ネラ トンカテーテルを留置

して創を閉 じた.し かるに術後の経過あ し く約10日 間

で死の転帰を とった.摘 出腫瘍の病理検査 ではFig.

1,2の ごと く一見線維 肉腫の 所見を呈するが,紡 錘

状腫瘍細胞は多型性に乏 し くワンギーソン染色に より

平滑筋肉腫であることがわかった,

ま と め

前 立 腺 肉腫 は 比 較 的 す くな い もの で本 邦 で も

報 告 が まれ で あ る.著 者 は1例 の小 児 横 紋筋 肉

腫,2例 の成 人 線 維 肉腫 を広 島 大学 泌 尿器 科 で

経 験 して い るが 京 都 大学 で も3例 ほ ど記 録 され

て い る(未 発表).い ず れ も は な は だ 悪 性 で あ
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るが,著 者の経験では線維肉腫のほうがむしろ

良性で1例 は摘出後5年10カ 月,1例 は1年 半

生存していた.

さて前立腺肉腫はいかなる年令にも発生する

が若年に多 く75%は40才 以下といわれ,肥 大症

発病年令 以前に多い(Melicow).本 邦 でも大

越に よると53例中50才 以下が8割 を占めるとい

う.

ところで本例は初診時の生検像が未分化癌で

一部肉腫像が認められたので,女 性ホルモン投

与と去勢術をおこなったところ急速に腫瘤が腫

大してBluttamPonadeの 状態とな り摘出手術

にもかかわらず不幸死の転帰をとった.一 般に

前立腺癌では女性ホルモン投与とともに去勢術

をすれぱいちおう効果があるが,未 分化癌では

無効のことが多い 肉腫となるとどうであろう

か.肉 腫は概 して去勢によって悪化すると森茂

樹教授はいわれるが,本 症例でも腫瘍そのもの

の発育のすみやかな性質に拍車をかけて抗男性
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ホルモソ療法は逆効果を示 した結果となってい

る.と もあれ50才 以前は肉腫,50才 以後は癌と

いう原則は本例であてはまらず,急 速な排尿障

害を呈し,か つ急に腫大 して触診不能となって

いることは肉腫を念頭にお くぺ きで最初の生検

をさらに検討すべきであったことが反省させら

れた.以 上 前立腺平滑筋肉腫の1例 を 報告し

た.
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